
高澤さんには、地域課題の整理と解決に向けた助言をして

いただくほか、域内外の企業・団体等をつないでもらうこと

を期待しています。域内外の連携により新事業を創出し、関

係人口を増加させて持続可能なまちづくりを進めたいです。

2024年度にSDGs未来都市として選定された際に、主体事業とし

て挙げた事業（本別町ブランド認証制度・中心市街地のリブランディ

ングなど）を確実に進めるため、まずは住民や事業者への制度と事

業計画の浸透を図る。また、一般社団法人が事業推進の実行部隊と

して、地域ブランド認証制度を推進し、合わせてサテライトオフィス

を運用し、地域循環共生圏の確立に向けて着実に歩を進める。
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官だけでは対処できない地域課題の解決のために重要なローカルSDGsの考え方が、町民・地域事業者
に周知できていない。また、地域課題に関する当事者意識が少ない。

町内の各種イベントで啓発活動を行うことで、住民・地域事業者に広く周知していく。また、地域事業者

と連携しながら、地域課題解決型事業の登録制度を構築することで、官民協働による推進機運を醸成し、

民間活力を利用しながら地域課題の解決を図っていく。
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各種イベントでの啓発活動

不特定多数の町民が多く集ま

るイベントの場を活用し、ワー

クショップ活動やパネル展示、

啓発グッズの配付などを通じ

て、理解浸透を図る。

町内で頻繁に開催されるイベ

ントにおいて直接啓発活動を

行うことで、住民や地域事業

者の理解を深化させる。

01 地域課題解決型事業の創出

官民連携による地域課題解決

型ビジネスの具体化に向けて、

地域事業者・団体の意見・提案

を取りまとめる。地域事業者

と提案制度や地域課題に関す

る意見交換をしながら、取組

の登録制度を構築することで、

官民協働による推進機運を醸

成する。

02

多様な自治体で官民連携による地域課題解決の体制構築を

支援しています。その経験を活かし、地域アライアンスの形

成やステークホルダーの役割、事業の進め方に関する知見

を提供し、地域内外の連携と新事業の創出を図ります。

良質な豆が育つ豆畑

北海道十勝平野の東北部に位置する。基幹産業は農業

で、特に豆類の生産が盛んであり、本別町発祥の黒豆

「中生光黒大豆」は「キレイマメ」としてブランド化されて

いる。
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